
目黒の歳時記：目黒天空庭園
　首都高速道路の３号渋谷線と中央環状新宿線を結ぶ大橋ジャンクションの屋上を緑地化し、2013 年
3 月 30 日にオープンした庭園で、目黒区の区立公園として整備されドーナツのような楕円形が特長で
す。高さは地上 11 メートルから 35 メートルで延長距離は約 400 メートルあり、平均勾配約 6% のルー
プ状です。庭園には芝生を基礎として約 30 種類の樹木や花が植えられています。開園時間は午前 7 時
から午後 9 時まで。バリアフリー対策が施されているため車椅子やベビーカーでの入場も可能です。
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議
決
権
の
あ
る
会
員
総
数
２
，
５
９
０
社

の
う
ち
、
委
任
状
を
含
め
て
１
，
３
８
３
社

が
出
席
し
、
次
の
報
告
事
項
並
び
に
審
議

事
項
２
議
案
が
上
程
さ
れ
い
ず
れ
も
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

［
報
告
事
項
］

　

平
成
26
年
度
事
業
計
画
書
並
び
に
収
支

予
算
書
に
つ
い
て

［
審
議
事
項
］

　

第
１
号
議
案　

平
成
25
年
度
事
業
報
告

承
認
の
件

　

第
２
号
議
案　

平
成
25
年
度
収
支
決
算

報
告
承
認
の
件
並
び
に

監
査
報
告
承
認
の
件

  

第
２
部
の
懇
親
会
は
、
ご
来
賓
36
名
、
会

員
92
名
、
総
勢
１
２
８
名
の
ご
出
席
を
い

た
だ
き
、
ご
来
賓
と
会
員
、
会
員
相
互
の

情
報
交
換
・
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
、
和

気
藹
々
の
有
意
義
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し

た
。

平
成
26
年
度
事
業
の
重
点
項
目

Ⅰ
．
平
成
26
年
度
活
動
理
念

　

公
益
法
人
と
し
て
、
目
黒
法
人
会
自
ら

の
自
治
に
よ
り
自
己
の
責
任
に
お
い
て
目

黒
法
人
会
を
管
理
、
運
営
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
公
益
法
人
制
度
の
根
幹

を
な
す
「
法
人
自
治
」
及
び
「
自
己
責
任
」

の
原
則
に
基
づ
き
、
広
く
社
会
に
目
を
向

け
て
、
「
法
人
会
の
基
本
的
指
針
」
に
則

り
、
納
税
意
識
の
向
上
、
会
員
企
業
の
研

鑽
、
地
域
社
会
へ
の
公
益
貢
献
を
図
り
、

公
益
法
人
と
し
て
の
使
命
を
達
成
す
る
た

め
、
一
体
と
な
っ
て
組
織
的
な
事
業
活
動

を
展
開
す
る
。

　

ま
た
、
法
人
会
の
目
的
・
使
命
を
達
成

す
る
た
め
、
事
業
活
動
に
お
い
て
は
、
原

点
で
あ
る
「
税
」
に
関
す
る
活
動
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
目
黒
法
人
会
活
動
の

更
な
る
活
性
化
の
た
め
に
、
会
員
勧
奨
及

び
会
財
政
の
健
全
化
へ
の
対
応
に
一
層
力

を
注
ぎ
、
地
域
の
発
展
と
活
気
溢
れ
信
頼

さ
れ
る
法
人
会
の
確
立
を
め
ざ
す
た
め
に
、

以
下
の
諸
施
策
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

Ⅱ
．
主
な
事
業
計
画

１
．
納
税
意
識
の
向
上
と
税
知
識
の

　
　
普
及
に
資
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進

　

公
益
法
人
と
し
、
広
く
一
般
に
も
目
を

向
け
な
が
ら
、
納
税
意
識
の
向
上
と
税
知

識
の
普
及
に
資
す
る
た
め
の
施
策
を
講
じ

る
。
こ
の
た
め
、
税
制
関
連
の
研
修
・
セ

ミ
ナ
ー
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
有

益
な
資
料
を
作
成
す
る
等
、
税
関
連
コ
ン

テ
ン
ツ
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
員

及
び
一
般
の
企
業
や
市
民
に
対
す
る
適
切

な
広
報
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
将
来
を
担
う
小
中
学
校
の
生
徒

等
に
対
す
る
租
税
教
育
活
動
の
充
実
に
努

め
る
ほ
か
、
「
税
を
考
え
る
週
間
」
へ
の

協
賛
行
事
等
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
と

も
に
、
ｅ—

Ｔ
ａ
ｘ
及
び
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
つ

い
て
、
当
局
及
び
税
務
関
連
団
体
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

納
税
者
と
当
局
の
間
の
相
互
信
頼
・
理
解

の
醸
成
に
努
め
、
ま
た
、
広
く
税
務
知
識

の
普
及
を
通
じ
て
納
税
道
義
の
高
揚
を
図

り
、
公
正
な
税
制
と
円
滑
な
税
務
行
政
の

執
行
に
寄
与
す
る
。

　

さ
ら
に
、
ｅ—

Ｔ
ａ
ｘ
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
普

及
の
た
め
に
、
電
子
申
告
の
意
義
の
重
要

性
を
訴
え
、
会
員
企
業
70
％
以
上
を
目
標

に
、
会
員
の
よ
り
一
層
の
利
用
率
向
上
に

努
め
る
。

２
．
税
制
に
関
す
る
調
査
研
究
と

　
　
要
望
活
動
の
推
進

　

健
全
な
納
税
者
団
体
と
し
て
、
中
小
企

業
の
租
税
負
担
の
軽
減
と
合
理
・
簡
素
化

及
び
適
正
な
税
制
確
立
の
た
め
、
会
員
の

要
望
意
見
を
徴
す
る
と
と
も
に
、
税
制
等

の
調
査
・
研
究
を
行
い
、
会
員
に
周
知
す

る
と
と
も
に
、
税
制
（
使
途
問
題
を
含
む
）

に
関
す
る
会
員
の
意
見
を
集
約
し
、
そ
の

意
見
が
税
制
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
関
係

機
関
に
対
し
要
望
活
動
を
展
開
す
る
。

目黒区内中学生の作品    　　 僕たちが　税のバトンを　引き継ぐぞ 　　目黒区内中学生の作品    　　 もっと知ろう　税のしくみ　使われ方 　　

第４回 通常総会 開催
 公益社団法人目黒法人会としての第４回通常総会が６月 16 日㈪に
目黒雅叙園で開催されました
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目黒区内中学生の作品    　　 もっと知ろう　税のしくみ　使われ方 　　

　

意
見
の
集
約
に
あ
た
っ
て
は
、
国
税
と

と
も
に
地
方
税
に
関
す
る
要
望
等
に
つ
い

て
も
会
員
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
。

３
．
組
織
の
充
実
・
強
化

　

厳
し
い
社
会
・
経
済
情
勢
の
下
、
会
員

数
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
中
で
、
組

織
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
会
員
勧
奨

増
強
月
間
を
設
け
る
と
と
も
に
、
会
員
退

会
防
止
に
努
め
な
が
ら
、
厚
生
制
度
受
託

会
社
と
も
連
携
し
、
全
会
一
丸
と
な
っ
た

組
織
的
な
会
員
勧
奨
増
強
を
図
る
。

　

ま
た
、
会
員
紹
介
制
度
を
活
用
し
、
区

外
転
出
会
員
の
他
法
人
会
へ
の
継
続
加
入

推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

４
．
研
修
の
充
実
と

　
　
経
営
支
援
活
動
の
推
進

　

法
人
会
の
根
幹
事
業
で
あ
る
税
法
・
税

務
関
係
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
を
は
じ
め
、
企

業
経
営
の
健
全
化
並
び
に
そ
の
向
上
発
展

に
資
す
る
た
め
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
強
化
を
積

極
的
に
努
め
る
。
そ
の
際
、
他
会
連
携
に

よ
る
広
域
的
開
催
な
ど
、
よ
り
効
果
的
な

開
催
方
法
や
コ
ス
ト
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
体
系
的
・
連
続
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
構

築
す
る
な
ど
、
研
修
内
容
の
充
実
を
図
る
。

　

な
お
、
会
員
企
業
に
加
え
て
一
般
の
企

業
・
市
民
に
も
対
象
を
広
げ
、
一
層
公
益

性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
参
加
人
員
の
増

加
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
会
員
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
を
踏
ま
え
、
か
つ
会
員
企
業
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
し
た
各
種
の
経

営
支
援
事
業
（
会
員
サ
ー
ビ
ス
）
と
し
て
、

関
係
委
員
会
と
協
力
し
て
広
く
一
般
に
た

い
し
て
の
税
の
啓
発
活
動
、
経
営
支
援
活

動
、
社
会
貢
献
活
動
等
の
推
進
に
努
め
る
。

５
．
広
報
活
動
の
推
進

　

法
人
会
の
知
名
度
向
上
、
会
員
へ
の
会

活
動
の
周
知
、
会
員
勧
奨
の
た
め
の
広
報

活
動
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
公
益
法

人
制
度
を
踏
ま
え
、
関
係
委
員
会
と
協
力

し
て
広
く
一
般
に
対
し
て
の
税
の
啓
発
活

動
等
の
推
進
に
努
め
る
。

　

広
報
誌
「
椎
の
木
」
等
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
特
に
公

益
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
マ
ス
コ
ミ
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
活
動

を
実
施
す
る
。

　

さ
ら
に
目
黒
法
人
会
に
お
け
る
有
効
な

広
報
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

６
．
福
利
厚
生
制
度
の
拡
充

　

企
業
の
存
続
や
従
業
員
の
確
保
の
上
で
、

各
種
福
利
厚
生
制
度
は
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
目
黒
法
人
会
の
財
政
面
に
お
け
る
意

義
を
も
考
慮
し
、
制
度
の
維
持
と
普
及
推

進
を
図
る
。

　

ま
た
、
会
員
の
企
業
価
値
の
向
上
、
さ

ら
に
は
法
人
会
の
社
会
的
評
価
の
向
上
の

視
点
か
ら
福
利
厚
生
事
業
を
展
開
す
る
。

　

さ
ら
に
、
目
黒
法
人
会
事
業
推
進
の
た

め
に
は
、
会
員
勧
奨
や
財
政
基
盤
強
化
に

資
す
る
訴
求
力
の
あ
る
厚
生
共
益
事
業
の

構
築
・
充
実
は
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

厚
生
共
益
事
業
に
関
す
る
情
報
収
集
を
図

り
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

７
．
社
会
貢
献
活
動
の
推
進

　

目
黒
法
人
会
の
公
益
事
業
活
動
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
税
を
中
心
に
行
う
こ
と

と
し
、
関
係
委
員
会
と
連
携
の
う
え
税
制

に
関
す
る
提
言
や
租
税
教
育
の
充
実
に
努

め
る
。
ま
た
。
地
域
や
社
会
へ
の
貢
献
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
も
念
頭
に
お
き
、

組
織
力
を
十
分
に
生
か
し
、
積
極
的
か
つ

継
続
的
に
活
動
を
実
施
す
る
。

　

租
税
教
育
に
つ
い
て
は
、
公
益
事
業
委

員
会
、
税
制
税
務
委
員
会
、
青
年
部
会
、

女
性
部
会
の
協
力
の
も
と
、
関
係
機
関
等

と
連
携
し
て
積
極
的
に
推
進
す
る
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
節
電
対
策

な
ど
環
境
分
野
の
問
題
に
つ
い
て
、
関
連

機
関
と
協
力
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

引
き
続
き
「
地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
」

提
出
の
定
着
を
図
る
。

　

な
お
、
目
黒
法
人
会
に
お
け
る
公
益
事

業
活
動
の
あ
り
方
や
取
組
み
等
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企

業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
た

め
の
施
策
と
し
て
、
「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
」
の
普
及
推
進
に
努
め
る
こ
と

と
す
る
。

８
．
青
年
部
会
・
女
性
部
会
活
動
の
充
実

　

青
年
部
会
・
女
性
部
会
・
源
泉
部
会
の

活
動
を
活
発
に
展
開
し
、
部
会
の
さ
ら
な

る
充
実
と
部
会
員
の
研
鑽
を
図
る
と
と
も

に
、
法
人
会
活
動
の
担
い
手
と
し
て
目
黒

法
人
会
活
動
の
充
実
と
活
性
化
に
資
す
る

た
め
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
講
じ
る
。

　

特
に
公
益
性
の
高
い
事
業
の
実
施
に
努

め
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
租
税

教
育
や
環
境
問
題
（
Ｃ
Ｏ
２
削
減
問
題
・
節

電
）
に
つ
い
て
、
親
会
等
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組

む
。

９
．
関
係
外
部
機
関
と
の
連
絡
協
調

　

目
黒
税
務
署
を
は
じ
め
と
し
た
税
務
関

係
諸
官
署
お
よ
び
東
京
税
理
士
会
目
黒
支

部
を
は
じ
め
と
し
た
税
務
関
係
諸
団
体
と

の
連
絡
協
調
は
、
税
に
関
す
る
事
業
を
基

本
と
す
る
法
人
会
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
よ

り
一
層
密
に
す
る
よ
う
努
め
る
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
貢
献
活
動
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
地

域
関
係
諸
団
体
と
の
協
調
に
配
慮
す
る
。

10
． 

法
人
会
体
制
の
整
備

　

時
代
に
合
っ
た
組
織
運
営
体
制
の
構
築

は
必
須
の
課
題
で
あ
り
、
公
益
法
人
と
し

て
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
目
黒
法
人
会

の
自
治
及
び
自
己
責
任
の
視
点
か
ら
諸
規

程
・
管
理
体
制
等
所
要
の
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、
他
法
人
会
間
の
連
携
強
化
に
努

め
る
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
会
員
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
拡
充
、
効
率
的
な
事
務
運
営
の

た
め
の
シ
ス
テ
ム
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

個
人
情
報
の
管
理
の
徹
底
を
図
る
。
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目黒区内中学生の作品    　　 納税で　日本の復興　後ろだて 　　

平成26年度
交際費等の損金不算入制度の改正のあらまし

　平成 26 年３月 31 日に公布された所得税法等の一部を改正する法律（平成 26 年法律第 10 号）により、
法人の交際費等の損金不算入制度に関する規定（措法 61 の４）が改正され、平成 26 年４月１日以後に開
始する事業年度から適用することとされました。 
　このパンフレットでは、交際費等の損金不算入制度の改正の内容を記載しています。 
（注１）このパンフレットの内容は、平成 26 年４月１日現在における単体申告に係る法人税に関する法令に基づき
　　　　作成しています。 
　　　　なお、連結申告に係る法人税についても、同様の改正が行われています（措法 68 の 66）。 
（注２）このパンフレットにおいて使用している次の省略用語は、それぞれ次に掲げる法令を示します。 
　　　　措法：租税特別措置法、措令：租税特別措置法施行令、措規：租税特別措置法施行規則 
　　　　法：法人税法、法規：法人税法施行規則 

税務署からのお知らせ

１　交際費等の額のうち、接待飲食費（ 注１ ）の額の 50％ に相当する金額は損金の額に
　　算入することとされました（ 措法 61 の４ ① ）。

（注１）接待飲食費とは、交際費等のうち飲食その他これに類する行為のために要する費用（専らその法人の
役員若しくは従業員又はこれらの親族に対する接待等のために支出するものを除きます。以下「飲食
費」といいます。）であって、法人税法上で整理・保存が義務付けられている帳簿書類に次の事項を
記載することにより飲食費であることが明らかにされているものをいいます（措法 61 の４④、措規
21 の 18 の４、法規 59、62、67）。 
イ 飲食費に係る飲食等（飲食その他これに類する行為をいいます。以下同じです。）のあった年月日 
ロ 飲食費に係る飲食等に参加した得意先、仕入先その他事業に関係のある者等の氏名又は名称及び
　 その関係 
ハ 飲食費の額並びにその飲食店、料理店等の名称（店舗を有しないことその他の理由によりその名称

が明らかでないときは、領収書等に記載された支払先の氏名又は名称）及びその所在地（店舗を有
しないことその他の理由によりその所在地が明らかでないときは、領収書等に記載された支払先の
住所若しくは居所又は本店若しくは主たる事務所の所在地） 

ニ その他飲食費であることを明らかにするために必要な事項 
（注２）１人当たり 5,000 円以下の飲食費で書類の保存要件を満たしているものについては、従前どおり、

交際費等に該当しないこととされています（措法 61 の４④二・⑥、措令 37 の５①、措規 21 の 18 
の４）。 

（注３）接待飲食費に関する具体的な取扱いについては、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）に掲載して
いる「接待飲食費に関するＦＡＱ（平成 26 年４月）」をご覧ください。 

《イメージ》

支出交際費等

【改正前】

【改正後】

50％

接待飲食費 接待飲食費以外

全 額 損 金 不 算 入

損 金 不 算 入損 金 算 入
（接待飲食費×50％）
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目黒区内中学生の作品    　　 国民は　税の使い道　期待する 　　

２　中小法人（ 注１ ）は、上記１ の接待飲食費の額の 50％ 相当額の損金算入と、
　　定額控除限度額（ 注２ ）までの損金算入のいずれかを選択適用できることとされ
　　ました（ 措法 61 の４ ① ② ）。

（注１）中小法人とは、事業年度終了の日における資本金の額又は出資金の額が１億円以下の法人をいい、普
通法人のうち事業年度終了の日において資本金の額又は出資金の額が５億円以上の法人などの一定
の法人による完全支配関係がある子法人等を除きます（措法 61 の４②、措令 37 の４、法 66 ⑥二・
三）。 

（注２）定額控除限度額とは、800 万円にその事業年度の月数（１月に満たない端数があるときは、これを
１月とします。）を乗じてこれを 12 で除して計算した金額をいいます（措法 61 の４②③）。 

（注３）定額控除限度額までの損金算入を適用するかどうかは、各事業年度ごとに選択することができます。 
（注４）定額控除限度額までの損金算入は、確定申告書等、修正申告書又は更正請求書に定額控除限度額の計

算を記載した別表 15（交際費等の損金算入に関する明細書）の添付がある場合に限り適用すること
ができます（措法 61 の４⑤）。 

３　交際費等の損金不算入制度の適用期限が平成 28年 3月 31日まで 2年延長され
　　ました（ 措法 61の４ ① ）。

○ ご不明な点や詳細につきましては、最寄りの税務署にお問い合わせください。 
○ 国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）では、税に関する様々な情報を提供していますので、ご利用ください。 
○ 税務署での面接による相談を希望される方は、お待ちいただくことなく相談に対応できるよう、あらかじめ電話により面接時間を
　 予約（事前予約制）していただくこととしておりますので、ご協力をお願いします。

《イメージ》

支出交際費等
50％

接待飲食費 接待飲食費以外

損金算入
（接待飲食費×50％）

損金算入
（年 800 万円）

損 金 不 算 入

損 金 不 算 入

接待飲食費の額の50％相当額の損金算入と定額控除限度額までの損金算入との比較

⑵接待飲食費の額が年1,600万円以下の場合（損金算入額： Ａ ≦ B ）

⑴接待飲食費の額が年1,600万円を超える場合（損金算入額： Ａ ＞ B ）

支出交際費等
50％

接待飲食費 接待飲食費以外

損金算入
（接待飲食費×50％）

損 金 算 入
（年 800 万円）

損 金 不 算 入

損金不算入

接待飲食費の額の
5 0 ％ 相 当 額 の
損 金 算 入

定額控除限度額
までの損金算入

接待飲食費の額の
5 0 ％ 相 当 額 の
損 金 算 入

定額控除限度額
までの損金算入
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東京都主税局ホームページ　http://www.tax.metro.tokyo.jp/

都税事務所だより

災害等により甚大な被害を受けた方には
都税を減免する制度があります

目黒区内中学生の作品    　　 税活かし　オリンピックを　東京に 　　

　風水害や地震、火災などで甚大な被害を受けた方には、一度課税された税金のうち、まだ納期限が到来し
ていない税金を、被災の程度等によって軽減または免除する制度があります。

＜減免する場合＞
　床上浸水（不動産取得税を除く）、崖崩れ、家屋損壊等の被害のうち、一定程度以上の被災の場合

＜減免の対象となる都税＞
　固定資産税・都市計画税（23 区内）、不動産取得税、個人事業税　など

＜減免を受けるための手続き＞
減免を受けるためには、納期限までに、納税者ご本人からの申請が必要です。
被災された方は、区市町村（火災の場合は消防署）で発行する「り災証明書」など、被災の事実を証
明する書類を添えて、所管の都税事務所まで申請してください。

　また、被災により、都税を一度に納めることができない場合には、納税を猶予する制度もあります。なお、
納税の猶予を受ける場合にも、申請が必要となります。

☆ 詳しくは、目黒都税事務所までお問い合わせください。

減免対象 一画地における非住宅用地の面積が 400 ㎡以下であるもののうち 200 ㎡までの部分
ただし、個人又は資本金等の額が１億円以下の法人が所有するものに限ります。

減免割合 固定資産税・都市計画税の税額の２割

減免手続

減免を受けるためには、申請が必要です。
まだ申請をしていない方で、小規模非住宅用地を所有していると思われる方には、８月までに
「固定資産税の減免手続きのご案内」をお送りしております。減免の要件を確認のうえ、申
請してください。

※前年度に減免を受けた方で用途を変更していない方は、新たに申請する必要はありません。

お問合わせ先　土地が所在する区にある都税事務所

都税についてのお知らせ

昨年度に引き続き、平成 26年度も

23 区内小規模非住宅
4 4 4

用地の
固定資産税・都市計画税を減免します
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目黒区役所ホームページ　http://www.city.meguro.tokyo.jp/

ま
ち
に
み
ど
り
を
　
目
黒
区
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
目
黒
区
み
ど
り
と
公
園
課  

み
ど
り
の
係　

℡ 

０
３
（
５
７
２
２
）
９
３
５
９

未
来
計
画

　

目
黒
区
は
、
平
成
26
年
３
月
に
「
目
黒

区
生
物
多
様
性
地
域
戦
略　

さ
さ
え
あ
う

生い
の
ち命
の
輪わ  

野
鳥
の
す
め
る
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

区
内
の
生
物
多
様
性
を
確
保
し
、「
野
の
鳥

の
歌
が
聞
こ
え
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
身

近
な
自
然
を
守
り
、
い
き
も
の
た
ち
と
と

も
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
未
来
に
伝
え

て
い
く
た
め
の
も

の
で
す
。

い
き
も
の
80
選

　

計
画
作
り
の
基

礎
調
査
の
一
環
と

し
て
、
平
成
24
年
に
区
制
施
行
80
周
年
記

念
事
業
「
み
ん
な
で
選
ぶ　

め
ぐ
ろ
の
い

き
も
の
80
選
」
を
行
い
、
得
票
数
の
多
か
っ

た
い
き
も
の
上
位
80
種
を
選
び
ま
し
た
。

計
画
の
普
及
の
た
め
、
区
民
か
ら
提
供
さ

れ
た
情
報
や
写
真
な
ど
を
ま
と
め
て
、
80

種
の
い
き
も
の
を
は
じ
め
と
す
る
身
近
に

見
ら
れ
る
い
き
も
の
約
３
０
０
種
を
紹
介

す
る
フ
ル
カ
ラ
ー
の
冊
子
「
さ
さ
え
あ
う

生い
の
ち命
の
輪わ  

め
ぐ
ろ
の
い
き
も
の
80
選
」

（
１
冊
４
０
０
円
）
を
販
売
し
て
い
ま
す

（
区
総
合
庁
舎
ほ
か
、
区
内
８
書
店
）。

み
ど
り
づ
く
り
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

区
で
は
み
ど
り
を
増
や
す
取
り
組
み
と

し
て
、
屋
上
・
壁
面
や
接
道
緑
化
に
対
し

て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
区
内
で
は
樹

木
の
本
数
が
減
る
一
方
、
助
成
制
度
の
利

用
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
約
４
，
５
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
屋
上
が
新
た
に
緑
化
さ

れ
ま
し
た
。
法
人
も
助
成
対
象
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
緑
化
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

区
役
所
だ
よ
り

目黒区内中学生の作品    　　 正しく知ろう　税の大切さ　税のありがたさ 　　

表　まちなみ助成の例

助成区分 緑化内容 助成金額 助成対象 1 件あたり
の限度額

屋上緑化 土厚 15 ～ 30 ㎝未満 25,000 円 / ㎡ 屋上緑化の面積 30 万円

壁面緑化 登はん型 ( つる性樹木 ) 2,000 円 / ㎡ 枝葉の広がる面積 30 万円

接道緑化 中木 ( 花や実のなる木の植栽 ) 20,000 円 / ｍ 接道緑化の長さ 40 万円
※他の緑化内容、塀撤去や縁石設置などに対する助成もあります。詳しくはお問い合わせください。

ワーク・ライフ・バランス推進事業者を募集します

目黒区は、仕事と子育て・介護の両立
支援や、男女がともに働きやすい職場
づくりなど、ワーク・ライフ・バラン
スを推進している区内の事業者を表彰
し、区のパンフレットやホームページ
などでその取組を広く紹介します。
対象　区内に事業所を置き、常時雇用
する従業員数がおおむね 300 人以下の
企業・団体。

応募方法　応募用紙（男女平等・共同
参画センターで配布。ホームページか
ら印刷可）に必要事項を書いて、6 月
1 日～ 7 月 31 日（消印有効）に、男女
平等・共同参画センター（〒 153-0061
中目黒 2-10-13 中目黒スクエア内、
℡ 5721-8570）へ郵送または持参。

 ベランダでいきものを呼ぶ
（目黒区生物多様性地域戦略より）
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目黒区内中学生の作品    　　 守ろうよ　自然や環境　税金で 　　

　

２
０
０
０
年
施
行
の
介
護
保
険
は
、
高

齢
者
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
事
を
目

的
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
福
祉

先
進
国
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
さ
え
、
90

年
代
の
経
済
危
機
に
直
面
し
、
病
院
や

施
設
で
の
介
護
か
ら
、
在
宅
介
護
へ
シ
フ

ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
現
実
を
み
る
と
、

日
本
の
「
地
域
医
療
・
介
護
総
合
確
保
推

進
法
案
」
の
先
行
き
は
、
在
宅
医
療
・
在

宅
介
護
の
方
向
で
あ
る
こ
と
が
読
み
と
れ

ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
者
は
数
種
の
慢
性

疾
患
を
持
ち
、
認
知
症
の
方
の
介
護
で
家

族
は
厳
し
い
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。

　

２
０
０
７
年
、
当
時
91
歳
の
認
知
症
高

齢
者
自
立
度
４
と
診
断
さ
れ
た
男
性
の
介

護
を
、
そ
の
妻
と
長
男
の
嫁
と
が
行
っ
て

い
た
と
こ
ろ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
帰
宅

後
、
要
介
護
１
の
85
歳
の
妻
が
目
を
は
な

し
た
間
に
外
出
し
、
約
１
時
間
後
、
３
キ

ロ
ほ
ど
離
れ
た
東
海
道
線
共
和
駅
の
構
内

で
、
線
路
に
立
ち
入
り
列
車
に
は
ね
ら
れ

死
亡
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。
Ｊ
Ｒ
東
海

は
、
列
車
運
行
の
遅
れ
、
振
替
輸
送
代
な

ど
約
７
２
０
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
、

名
古
屋
地
裁
判
決
で
は
、
男
性
の
妻
と
長

男
に
全
額
の
支
払
い
を
命
じ
、
そ
の
後

の
名
古
屋
高
裁
で
、
妻
に
対
し
て
の
み

３
６
０
万
円
の
賠
償
を
命
じ
た
と
い
う
も

の
で
す
。
「
同
居
の
妻
は
民
法
七
一
四
条

の
適
用
に
よ
り
監
督
義
務
者
と
し
て
賠
償

責
任
は
免
れ
な
い
」
と
の
指
摘
に
加
え
、

「
家
の
出
入
口
の
セ
ン
サ
ー
を
作
動
さ
せ

て
お
か
な
か
っ
た
等
、
た
と
え
妻
が
要
介

護
１
で
あ
っ
て
も
特
段
の
事
情
の
な
い
限

り
徘
徊
の
可
能
性
の
あ
る
男
性
に
対
す
る

監
督
不
十
分
」
と
い
う
事
が
加
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
も
遺
族
側
も
こ
の
判
決
を

承
服
出
来
な
い
と
し
て
上
告
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
以
来
、
認
知
症
の
方
を
抱

え
た
家
族
は
、
「
配
偶
者
、
同
居
し
て
い

る
と
い
う
だ
け
で
、
監
督
上
の
過
失
と
い

う
重
大
な
責
任
を
問
わ
れ
る
の
か
」
、
「
ど

こ
ま
で
責
任
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
難
問

に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

行
方
不
明
者
も
今
後
増
え
る
事
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
東
京
在
住
の
男
性
が
７
年
ぶ

り
に
群
馬
県
館
林
市
の
介
護
施
設
に
入
所

し
て
い
る
妻
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
番
組
が

き
っ
か
け
で
奇
跡
的
な
再
会
を
し
ま
し

た
。
７
年
間
の
生
活
費
が
１
千
万
円
を
超

え
る
見
通
し
で
家
族
に
請
求
す
る
か
否
か

検
討
さ
れ
た
結
果
、
館
林
市
は
請
求
せ
ず

に
解
決
し
た
そ
う
で
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
。　

　

認
知
症
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
の
15
％
、

２
０
１
２
年
時
点
で
３
０
５
万
人
、

２
０
２
５
年
に
は
、
４
７
０
万
人
に
上
る

と
厚
生
労
働
省
は
推
計
し
て
い
ま
す
。
現

在
認
知
症
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
事
が
多

く
何
ら
か
の
原
因
で
脳
の
働
き
が
低
下
す

る
事
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
、
70
種
類

位
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
体
の

60
％
を
占
め
る
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
」
は
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
と
い
う
タ
ン
パ

ク
質
が
脳
に
蓄
積
し
て
、
脳
神
経
細
胞
が

減
少
し
、
脳
の
委
縮
が
起
こ
り
記
憶
障
害
、

日
付
、
曜
日
が
わ
か
ら
な
く
な
る
認
知
症

で
す
。
「
レ
ピ
ー
小
体
型
認
知
症
」
は
、

レ
ピ
ー
小
体
と
い
う
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

原
因
と
し
て
注
目
さ
れ
る
α
シ
ニ
ク
レ
イ

ン
が
主
要
成
分
の
タ
ン
パ
ク
質
が
脳
に
蓄

積
す
る
も
の
で
す
。
手
足
の
ふ
る
え
、
歩

行
障
害
、
筋
肉
の
こ
わ
ば
り
等
が
み
ら
れ
、

実
在
し
な
い
も
の
が
見
え
る
幻
視
が
特
徴

で
す
。
「
前
頭
側
頭
型
認
知
症
」
は
ピ
ッ

ク
病
と
も
い
わ
れ
、
変
性
に
よ
り
脳
の
前

頭
葉
と
側
頭
葉
の
委
縮
が
起
こ
り
、
社
会

性
の
欠
落
、
万
引
き
や
痴
漢
で
警
察
沙
汰

に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
レ
ピ
ー

小
体
型
」
と
「
前
頭
・
側
頭
型
」
と
を
合

わ
せ
て
20
％
。
更
に
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・

糖
尿
病
等
生
活
習
慣
病
が
原
因
で
脳
出
血

や
脳
梗
塞
・
く
も
膜
下
出
血
等
の
脳
卒
中

を
く
り
か
え
し
起
こ
し
発
生
す
る
「
脳
血

管
性
認
知
症
」
も
20
％
を
し
め
て
い
ま
す
。

65
歳
未
満
で
発
症
す
る
「
若
年
性
認
知
症
」

は
高
齢
の
認
知
症
と
は
異
な
り
、
第
一
線

で
活
躍
中
の
働
き
盛
り
の
人
が
職
場
で
簡

単
な
仕
事
も
出
来
な
く
な
り
、
一
見
サ

ボ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
本
人
も
会
社

も
、
対
応
に
苦
慮
す
る
事
が
多
く
、
若
年

性
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
は
じ
め
て
そ
の

病
態
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
就
労
上

の
困
難
は
計
り
知
れ
ず
、
本
人
、
家
族
や

企
業
・
社
会
全
体
に
深
刻
な
課
題
を
残
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

認
知
症
は
記
憶
力
や
判
断
力
の
低
下
が

中
核
の
症
状
で
す
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
は
「
カ
ン
」
が
良
く
、
人
の
感
情
を
敏

感
に
察
知
す
る
能
力
に
た
け
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
知
り
地
域

社
会
が
ど
う
支
え
ら
れ
る
か
、
そ
の
支
援

シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
構
築
す
る
必
要
性
を

痛
感
致
し
ま
す
。

『
認
知
症
』
社
会
福
祉
法
人
清
徳
会

医
学
博
士　

松　

井　

ひ
ろ
み

健
康

目黒区内中学生の作品    　　 納税で　明日への一歩　希望の芽 　　
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私
ど
も
第
11
支
部
は
、
目
黒
区
の
地
図
上

南
側
に
位
置
し
、
柿
の
木
坂
陸
橋
を
起
点
と

し
て
、
目
黒
通
り
と
環
状
７
号
線
国
道
に
囲

ま
れ
た
、
ち
ょ
う
ど
二
等
辺
三
角
形
の
エ
リ

ア
に
位
置
し
、
そ
の
中
を
走
る
私
鉄
東
急
東

横
線
の
都
立
大
学
駅
周
辺
か
ら
自
由
が
丘

駅
手
前
北
東
部
ま
で
の
地
域
と
、
東
急
大
井

町
線
と
東
急
目
黒
線
で
緑
が
丘
駅
か
ら
大

岡
山
駅
間
の
重
複
線
の
計
３
路
線
に
接
し
、

非
常
に
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
た
エ
リ
ア
で

す
。
住
所
で
は
中
根
１
～
２
丁
目
、
平
町

１
～
２
丁
目
、
大
岡
山
１
～
２
丁
目
、
緑
ヶ

丘
１
～
３
丁
目
に
な
り
ま
す
。
都
立
大
学
駅

近
く
の
高
架
線
路
の
耐
震
化
も
進
み
、
大
岡

山
駅
地
下
ホ
ー
ム
化
の
再
開
発
も
終
わ
り
、

同
時
に
駅
舎
ホ
ー
ム
の
地
上
上
層
階
は
東

急
病
院
と
し
て
完
成
し
、
外
装
の
緑
化
を
取

り
入
れ
た
設
計
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
緑
ヶ
丘
駅
も
近
代
的
な
駅
舎
に
建
て
替

わ
り
、
一
昔
前
の
姿
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど

素
晴
ら
し
い
変
貌
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。

　

大
岡
山
、
緑
ヶ
丘
地
区
は
東
京
工
業
大
学

を
構
え
た
、
緑
豊
か
な
文
教
地
区
で
あ
り
、

中
根
、
平
町
地
区
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
、
牧
野
フ

ラ
イ
ス
と
い
っ
た
日
本
を
代
表
す
る
企
業

の
城
下
町
で
あ
り
そ
の
周
辺
は
比
較
的
広

い
敷
地
の
お
屋
敷
街
の
表
情
を
残
し
て
い

ま
す
。　

　

当
第
11
支
部
の
地
域
は
住
宅
街
・
比
較
的

小
規
模
な
商
店
街
・
中
小
企
業
が
混
在
し
、

高
齢
化
が
著
し
い
地
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、

高
額
の
土
地
を
購
入
す
る
中
高
年
富
裕
層

の
新
築
住
宅
取
得
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
部
活
動
は
、
支
部
役
員
会
を
中
心
に
、

公
益
法
人
と
し
て
の
税
知
識
の
普
及
と
社

会
貢
献
活
動
を
根
幹
に
取
り
組
ん
だ
事
業

計
画
作
成
の
も
と
に
、
法
人
会
員
並
び
に
地

域
社
会
の
区
民
が
と
も
に
事
業
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
員
相
互
の
資
質

の
向
上
と
各
自
の
研
鑚
を
目
指
し
て
励
ん

で
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
11
支
部
の
特
徴
的
な
活
動
は
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
、
加
齢
学
セ
ミ
ナ
ー
、
法
律

講
演
、
労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し

ま
し
た
。
出
席
率
も
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

目
黒
法
人
会
に
加
入
し
て
い
る
我
々
は

個
人
や
企
業
が　

社
会
に
対
し
て
、
納
税
と

い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
が
一
緒
に

な
っ
て
、
目
黒
の
た
め
に
、
社
会
の
た
め
に

何
が
出
来
る
か
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が

と
て
も
大
切
な
時
を
む
か
え
て
お
り
ま
す
。

　

超
高
齢
化
社
会
を
む
か
え
、
年
金
制
度
な

ど
の
社
会
の
仕
組
み
が
急
激
に
変
貌
す
る

中
、
待
っ
た
な
し
の
状
態
で
す
。

　

経
営
者
と
し
て
自
社
の
経
営
の
更
な
る

向
上
は
と
て
も
大
切
で
は
あ
り
ま
す
が
、
第

11
支
部
で
は
、
微
力
な
が
ら
利
他
の
精
神
で

地
域
社
会
の
た
め
に
何
が
出
来
る
か
を
再

考
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
11
支
部
の
地
域
と
活
動
内
容

第
11
支
部 

広
報
委
員

㈱
三
京
建
設　

代
表
取
締
役

白　

井　

康　

雄

目黒区内中学生の作品    　　 納税で　全員参加の　国づくり 　　

税務研修会

東京ガス熱電プラザ見学

キリン横浜ビアビレッジ見学
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ド
イ
ツ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
る
美
し
い

国
で
、
人
口
は
約
８
０
０
０
万
人
で
す
。

日
本
に
来
て
日
本
人
が
ド
イ
ツ
に
好
感
を

持
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
日
本
人
が
ド
イ

ツ
か
ら
連
想
す
る
も
の
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
、

ビ
ー
ル
、
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
、
工

学
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
語

　

ド
イ
ツ
語
を
公
用
語
と
し
て
い
る
国
は

ド
イ
ツ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
オ
ー
ス

ト
リ
ア
は
ド
イ
ツ
語
が
公
用
語
で
す
し
、

ス
イ
ス
で
は
50
％
以
上
の
人
が
ド
イ
ツ
語

を
使
い
、
ド
イ
ツ
語
を
母
国
語
と
す
る
人

た
ち
は
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン

ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
そ
し
て
遠
く
離
れ
た

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
南
ア
フ
リ

カ
に
も
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
語
に
も
方
言
が

あ
り
、
南
部
の
人
が
方
言
で
話
す
と
、
北

部
の
人
に
は
わ
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
語
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語

な
ど
多
く
の
言
語
が
ド
イ
ツ
語
と
似
て
お

り
、
ド
イ
ツ
語
に
堪
能
な
人
は
一
部
を
理

解
で
き
ま
す
。
ド
イ
ツ
語
は
有
用
な
言
語

で
す
の
で
、
次
に
外
国
語
を
学
ぶ
な
ら
ば

是
非
ド
イ
ツ
語
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

バ
バ
リ
ア

　

ド
イ
ツ
は
連
邦
国
家
の
た
め
中
央
政
府

が
存
在
し
ま
す
が
、
教
育
等
多
く
の
こ

と
は
各
州
政
府
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
９
０
年
の
東
西
統
一
後
、
16
の
州
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
も
人
々
も
少
し
ず

つ
異
な
り
ま
す
。
私
は
「
バ
イ
エ
ル
ン
（
英

語
で
バ
バ
リ
ア
）
」
出
身
で
す
。
人
々
は

気
安
く
開
放
的
か
つ
友
好
的
で
す
。
歴
史

へ
の
登
場
は
多
く
、
南
部
は
ロ
ー
マ
帝
国

に
属
し
た
時
代
が
あ
り
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ズ

バ
ッ
ハ
家
支
配
下
の
時
代
や
、
短
期
で
す

が
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
王
国
を
作
っ
た
時
期
も

あ
り
ま
す
。
お
か
げ
で
バ
バ
リ
ア
で
は
見

学
場
所
に
不
自
由
し
ま
せ
ん
。
位
置
は
ド

イ
ツ
東
南
部
で
、
ド
イ
ツ
ア
ル
プ
ス
で
の

ス
キ
ー
や
、
イ
タ
リ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

ス
イ
ス
等
で
週
末
を
過
ご
す
に
も
便
利
で

す
。
勿
論
、
州
内
に
も
美
し
い
湖
や
森
な

ど
の
自
然
や
街
並
み
が
あ
り
ま
す
。

バ
バ
リ
ア
が
有
名
な
訳

　

日
本
に
お
い
て
ド
イ
ツ
の
知
名
度
は
高

く
、
バ
バ
リ
ア
に
つ
い
て
も
聞
い
た
こ
と

ま
た
は
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
が
多
く
い

ま
す
。
私
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
近
郊
の
出
身
と

言
い
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
や
制
度
、

そ
し
て
文
化
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
、
ド
イ

ツ
に
つ
い
て
の
知
識
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ

る
こ
と
も
た
び
た
び
で
す
。

Ｆ
Ｃ
バ
イ
エ
ル
ン
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

　

私
が
バ
バ
リ
ア
出
身
と
わ
か
る
と
、
「
Ｆ

Ｃ
バ
イ
エ
ル
ン
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」
に
つ
い
て

の
質
問
を
よ
く
受
け
ま
す
。
こ
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
る
日
本
人

も
お
り
、
有
名
で
あ
る
こ
と
に
び
っ
く
り

し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
チ
ー
ム
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
以
外
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
な
い
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト

　

日
本
人
が
次
に
多
く
取
り
上
げ
る
話
題

は
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
で
す
。
こ
れ

は
世
界
最
大
の
祭
り
で
、
毎
年
９
月
中

頃
か
ら
16
日
間
首
都
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
開
催

さ
れ
、
期
間
中
、
約
７
０
０
万
人
の
人
が

７
０
０
万
リ
ッ
ト
ル
の
ビ
ー
ル
を
飲
み
お

祝
い
し
ま
す
。
ビ
ー
ル
は
バ
バ
リ
ア
に
欠

か
せ
ず
、
醸
造
す
る
に
は
法
律
に
よ
り
成

分
が
厳
格
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ノ
イ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城

　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
眠
れ
る
森
の
美
女
の
お

城
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
ノ
イ
シ
ュ
バ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
城
は
日
本
で
と
て
も
人
気
が

あ
る
よ
う
で
す
。
狂
気
の
バ
バ
リ
ア
王
、

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
二
世
が
州
の
財
源
を
惜

し
み
な
く
費
や
し
て
建
設
し
た
、
お
と
ぎ

話
に
出
て
く
る
よ
う
な
美
し
い
お
城
で
す
。

バ
バ
リ
ア
に
は
豊
か
な
歴
史
や
建
築
物
が

あ
り
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
、
ロ
ー
テ
ン
ブ

ル
グ
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
グ
を
訪
れ
、
ま

た
バ
バ
リ
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
ス
ト
な
ど
美
し

い
国
立
公
園
の
自
然
の
中
で
二
～
三
日
を

ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

食
事

　

ド
イ
ツ
人
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
大
好
き
で
、

肉
屋
に
は
色
や
味
、
大
き
さ
の
異
な
る
多

く
の
種
類
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
並
び
、
生
食

用
、
調
理
用
、
ま
た
パ
ン
と
一
緒
に
食
べ

る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ソ
ー
セ
ー
ジ

以
外
に
も
美
味
し
い
ド
イ
ツ
料
理
は
あ
り
、

ド
イ
ツ
南
部
料
理
の
カ
イ
ザ
ー
シ
ュ
マ
ル

ン
（
デ
ザ
ー
ト
や
主
菜
用
ス
イ
ー
ツ
）
、

ゲ
ル
ム
ネ
ー
デ
ル
（
甘
い
デ
ザ
ー
ト
）
、

ザ
ウ
ア
ー
ブ
ラ
ー
テ
ン
や
シ
ュ
バ
イ
ン
ス

ブ
ラ
ー
テ
ン
（
ポ
ッ
ト
ロ
ー
ス
ト
の
類
）

を
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
に
書
き

切
れ
な
い
ほ
ど
美
味
し
い
も
の
が
あ
る
の

で
レ
ス
ト
ラ
ン
（
ド
イ
ツ
語
で
ヴ
ィ
ル
ツ

ハ
ウ
ス
）
に
行
き
、
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

バ
バ
リ
ア
に
は
「
ブ
ロ
ッ
ト
ツ
ァ
イ
ト
」

と
い
う
友
人
た
ち
と
の
楽
し
い
食
事
法
が

あ
り
ま
す
。
言
葉
で
は
説
明
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
是
非
、
バ
バ
リ
ア
に
来
て
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

外
国
人
留
学
生
の

お
国
紹
介
⑺

国立情報研究所研究員
フーベルト ソイエル
（ドイツ）

目黒区内中学生の作品    　　 納税で　社会を豊かに　住みよい国へ 　　
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目黒区内中学生の作品    　　 税金は　社会福祉の　命綱 　　

       セミナー・講演会・イベント・相談会参加申込書（コピーしてお使いください）

参加行事名 開催月日 参加者ご芳名 ご役職名・その他

お申込会社名 : TEL FAX

お申込会社住所 : E-mail:

※上記以外にも、各種講演会・セミナー・勉強会などを企画・開催しておりますのでお問合せください
※セミナー・講演会・イベント等の参加、経営、税務、労務等の相談などのお問合せ、お申込みは公益社団法人目黒法人会事務局宛お

願いします。  ＦＡＸ：３７１２−８８２９  TEL：３７１２−９５８８  E メールアドレス：mg_info@tohoren.or.jp
（他会会員の方、会員以外に一般の方のご参加をお待ちしています）

　

平
成
26
年
５
月
18
日
（
日
）
「
Ｗ
Ｅ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
（
目
黒
川
周

辺
清
掃
活
動
）
」
が
開
催
さ
れ
、
集
合

地
の
中
目
黒
公
園
に
向
か
う
１
２
０
０

名
の
参
加
者
が
19
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
清
掃
活
動
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

目
黒
法
人
会
か
ら
は
相
馬
会
長
以
下

46
名
が
駒
沢
通
り
を
五
本
木
交
差
点
か

ら
山
の
手
通
り
ま
で
の
間
を
１
時
間
ほ

ど
か
け
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

区
内
の
美
化
活
動
が
か
な
り
行
き
渡

り
、
一
見
ゴ
ミ
は
な
い
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
良
く
見
ま
す
と
た
ば
こ
の
吸
い

殻
等
が
あ
り
、
集
合
地
に
着
い
た
時
に

は
各
自
に
渡
さ
れ
た
緑
の
ゴ
ミ
袋
は
お

お
よ
そ
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

集
合
地
で
は
集
ま
っ
た
ゴ
ミ
が
分
別

さ
れ
、
総
量
は
45
リ
ッ
ト
ル
入
り
袋
40

個
に
も
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
お
に

ぎ
り
弁
当
と
お
茶
を
い
た
だ
い
た
あ
と

で
閉
会
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

馬
場
目
黒
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
、

青
木
区
長
、
相
馬
法
人
会
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
多
く
の
参
加
者
の
協
力
に
よ
り

す
ば
ら
し
い
事
業
が
実
施
で
き
た
こ
と

に
感
謝
し
ま
し
た
。

目黒川周辺清掃活動
ＷＥ ＬＯＶＥ ＭＥＧＵＲＯ

普通救命技術者
資格講習会

（誰でも参加自由）
10 月 17 日㈮ 18 時～ 目黒消防署

４階

救急処置法を楽しく知るとともに、大事な人命を救うため
に所定のカリキュラムを受講するとＡＥＤ（自動体外式除
細動器）の操作、心肺蘇生法などを含めた「普通救命技術
者資格」が取得できます。

第 21 回　めぐろ
童謡コンサート

（税金クイズ等）
10 月 26 日㈰ 13 時開演

（誰でも参加自由）
めぐろパーシモン
ホール　大ホール

・ＮＨＫ「おかあさんといっしょ」
　第 16 代歌のお姉さん　神崎ゆう子氏
・げっこうはらこども園、区立原町小学校はらまちクラブ、

区立第 11 中学校吹奏楽部、
都立目黒高校 PTA コーラス、童謡クラブ萩の会、

・鳥取県わらべ館　松田千絵氏
　　　　　　　　　名和美絵氏（ピアノ伴奏）
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公益社団法人 目黒法人会イベント情報
（どなたでも参加できます。お待ちしております。）

公益社団法人 目黒法人会では、各種セミナー・講演会・説明会を開催致しております。  毎週水曜日は「研修の日」とし、下記以外に
も随時開催しておりますので、公益社団法人 目黒法人会事務局（TEL：３７１２−９５８８）までお問合せください。
最新のイベント情報は、当会のホームページ（http://www.tohoren.or.jp/meguro/）をご覧ください。

目黒区内中学生の作品    　　 税金で　作るかけ橋　現在から未来へ 　　

行     事 日      時 会       場 内                         容

人  事  労  務
相  談  室

（誰でも参加自由）

相談予約は
法人会事務局へ

 （TEL 3712-9588）
法人会館

もしくは申込会社

人事労務の諸問題を事業経営のなかでいかに解決するか等
相談コーナー
・人事・労務・賃金全般
・社会・労働保険全般
（厚生年金、健康保険、労働保険など）
・経営・金融など相談全般

インターネット
セミナー

ご不明の場合は
法人会事務局へ

 （TEL 3712-9588）

ご使用の
パソコンから

　アクセス下さい

・目黒法人会のホームページから無料でセミナーがご覧い
ただけます（http//www.tohoren.or.jp/meguro/）

・会員以外の方もセミナーが無料で受講できます

新設法人説明会
（誰でも参加自由）

8 月 22 日㈮ 13 時 30 分

目黒税務署 新設法人対象（会員不問）税知識、会社設立に伴う税務手
続きを親切に解説します
（ホームページの新設法人企業経営者の皆様に）をご覧下
さい）

10 月 21 日㈫ 13 時 30 分

12 月 8 日㈪ 13 時 30 分

2 月 13 日㈮ 13 時 30 分 目黒法人会館

4 月 16 日㈭ 13 時 30 分 目黒税務署

決算法人説明会
（誰でも参加自由）

8 月 26 日㈫ 14 時

目黒税務署
決算期を迎える法人対象（会員不問）
主に決算・申告の実務、法人税、消費税、印紙税、源泉所
得税等を解説します。

9 月 19 日㈮ 14 時

10 月 17 日㈮ 14 時

11 月 17 日㈪ 14 時

12 月 9 日㈫ 14 時

1 月 16 日㈮ 14 時
SMBC 日興証券自由が丘

2 月 19 日㈭ 14 時

普通救命技術者
資格講習会

（誰でも参加自由）
7 月 11 日㈮ 18 時～ 目黒消防署

４階

救急処置法を楽しく知るとともに、大事な人命を救うため
に所定のカリキュラムを受講するとＡＥＤ（自動体外式除
細動器）の操作、心肺蘇生法などを含めた「普通救命技術
者資格」が取得できます。

防犯研修会
（第４支部）

（誰でも参加自由）
7 月 15 日㈫ 18 時～ 目黒警察署

５階講堂
テーマ：事務所あらし対策・企業の防犯対策等
講　師：目黒警察署生活安全課長代理他

人を生かす
経営術セミナー

（誰でも参加自由）
7 月 25 日㈮ 14 時～ 目黒法人会館

２階会議室
テーマ：人材を人財に育てる極意
　　　　１．幹部育成　２．組織活性化　３．計数活用
講　師：ＮＢＣコンサルタンツ株式会社

第 51 回
目黒区商工まつり

経済講演会
7 月 25 日㈮ 18 時～
（誰でも参加自由）

目黒区民センター
大ホール

演　題：「報道から見たこれからの日本の姿」
　　　　　～北朝鮮拉致・領土領海・シーレーン・
　　　　　　集団的自衛権問題等
講　師：杉尾秀哉氏（ＴＢＳ報道局解説・専門記者室長）

第 51 回
目黒区商工まつり

（租税教室）
（税金クイズ等）

7 月 26 日㈯～ 27 日㈰
10 時～ 17 時

（誰でも参加自由）
目黒区民センター

（目黒区目黒 2-4-36）

税を身近なものに感じてもらう機会を提供するとともに、
税の大切さ、お金の大切さを理解することで、納税意識の
高揚を図る目的で、税金クイズ、１億円レプリカ重さ体験
コーナー、e-TaxPR コーナー等の実施

第 48 回中目黒
阿波踊り

（目黒法人会連として参加）

8 月 2 日㈯
18 時 30 分より演技開始

（誰でも参加自由）
中目黒駅周辺

（目黒銀座商店街他）
・踊り手、楽器演奏へのご参加または運営等のお手伝いの

方を募っています
・阿波踊り参加の方には練習会を行っています

普通救命技術者
資格更新講習会

（誰でも参加自由）
8 月 22 日㈮ 18 時～ 目黒消防署

４階

救急処置法を楽しく知るとともに、大事な人命を救うため
に所定のカリキュラムを受講するとＡＥＤ（自動体外式除
細動器）の操作、心肺蘇生法などを含めた「普通救命技術
者資格の更新」が取得できます。



 number161  2014 | SHII-NO-KI

  14

編
集
後
記

　
Ｗ
杯
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
向
け
て
、
胸
躍
る
編
集
後
記
が
書
け
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
し
た
が
、
結
果
は
残
念
な
が
ら
…
で
し
た
。

　
昨
秋
か
ら
広
報
委
員
会
に
参
加
し
、
今
号
は
編
集
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　
名
ば
か
り
の
編
集
長
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
と
気
張
っ
て
み
た
も
の
の
、
自
分
自
身
の
中
で

見
事
な
空
振
り
。
委
員
長
以
下
諸
先
輩
方
々
の
力
あ
っ
て
こ
そ
の
「
椎
の
木
」
で
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
進
し
ま
す
。
　
　
　
谷
口 

裕
明

　

最
近
読
ん
だ
本
に
、
小
学
校
の
教
育

現
場
で
は
「
自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り

言
い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
の
を
原
理
原

則
に
し
て
い
る
の
は
お
か
し
い
と
書
い

て
あ
っ
た
。

　

何
で
も
す
ぐ
に
言
葉
に
し
て
発
言
さ

せ
る
こ
と
が
、
か
え
っ
て
心
の
豊
か
さ

を
育
て
る
こ
と
を
阻
害
し
て
い
る
と
い

う
。

　

た
し
か
に
自
分
の
思
い
を
言
葉
に
す

る
の
は
、
大
人
で
も
な
か
な
か
難
し
い

作
業
だ
。

　

ま
し
て
や
「
シ
ャ
イ
」
な
子
に
と
っ

て
は
、
思
っ
た
こ
と
を
言
葉
に
す
る
の

は
さ
ら
に
苦
痛
に
な
っ
て
引
き
こ
も
っ

て
し
ま
う
。

　

言
葉
に
詰
ま
っ
て
い
る
「
シ
ャ
イ
」

な
子
供
の
心
に
は
、
言
葉
に
で
き
な
い

色
々
な
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

　

と
も
す
る
と
、
大
人
は
勝
手
に
心
の

中
を
類
推
し
て
ま
と
め
上
げ
て
し
ま
い

「
こ
う
な
ん
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
さ

ら
に
子
ど
も
の
自
発
的
な
表
現
を
奪
っ

て
し
ま
う
。

　

自
分
を
表
現
で
き
る
言
葉
を
探
す
時

間
を
待
っ
て
上
げ
る
姿
勢
が
、
豊
か
な

心
や
言
葉
を
育
て
て
ゆ
く
こ
と
に
繋

が
っ
て
ゆ
く
と
い
う
。

　

一
方
で
、
「
自
分
の
意
見
が
は
っ
き

り
言
え
る
子
」
で
あ
る
こ
と
を
強
制
さ

れ
る
こ
と
が
、
表
現
力
の
育
っ
て
い
な

い
子
供
の
逃
げ
言
葉
と
し
て
「
む
か
つ

く
」
「
う
ざ
い
」
と
い
う
短
絡
的
な
表

現
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ら
し
い
。

　

子
供
た
ち
が
自
分
の
中
に
あ
る
「
い

ま
だ
言
葉
に
な
ら
ざ
る
思
い
」
と
か
「
輪

郭
の
定
か
な
ら
ぬ
感
情
の
断
片
」
と
か

を
ゆ
っ
く
り
発
酵
さ
せ
、
自
分
を
見
つ

め
る
力
を
育
て
、
豊
か
な
言
葉
を
身
に

付
け
ら
れ
る
こ
と
を
見
守
っ
て
ゆ
き
た

い
も
の
で
あ
る
。

片
山
ひ
よ
し

切り取って、決算シールとしてお貼りください。

公益社団法人
目黒法人会会員

公益社団法人
目黒法人会会員

こ
と
ば

目黒区内中学生の作品    　　 復興税　集めて創ろう　明るい未来 　　

お問合せ・申込は公益社団法人目黒法人会事務局へ
Tel:3712-9588  Fax:3712-8829  E-mail: mg_fujie@tohoren.or.jp

これからの予定
皆様のご参加をお待ちしております

「目黒地域福祉のつどい」バザー出品物ご寄付のお願い
「目黒地域福祉のつどい」では、区民の皆様が地域福祉に関心を持っていただくため、ボランティアグループ・
障害者施設・団体・企業等が協働し、模擬店や自主作品の展示販売・舞台披露・模擬店・バザー・体験コーナー
等のイベントが中目黒ＧＴプラザに於いて開催されます。目黒法人会は女性部会が中心となるバザーに参加
し、売り上げの一部は社会福祉活動に使われます。

日　　時：平成 26 年 10 月 25 日（土）　午前 10 時 30 分から午後 3 時 30 分頃まで
場　　所：中目黒 GT　目黒区上目黒２－１－３
募集物品：お中元・お歳暮・引出物等にいただいたもの・ステイショナリー・石鹸・シャンプー・
　　　　　食器等・衣服等は未使用のものまたは新品同様で清潔なもの（食料品は不可）
回収方法：ご都合の良いときに、目黒法人会館までお持ちください。
　　　　　（目黒区中町２－４３－１７　東京都水道局目黒営業所隣り）
募集期限：平成 26 年 10 月 3 日（金）

第 49 回「中目黒阿波踊り」目黒法人会連練習案内　及び　参加者募集
本番：日時　平成２６年８月２日（土）午後６時３０分より演技開始
　　　場所　東急東横線中目黒駅周辺
練習：7 月 14 日㈪　午後 6 時～ 8 時 上目黒３丁目町会会館

16 日㈬　午後 6 時～ 8 時 目黒信用金庫本店４階集会室
23 日㈬　午後 6 時～ 8 時 目黒信用金庫本店４階集会室
28 日㈪　午後 6 時～ 8 時 上目黒３丁目町会会館
30 日㈬　午後 6 時～ 8 時 目黒信用金庫本店４階集会室

　本番に向けて阿波踊りの練習を上記のように開催いたします。参加ご希望の方は練習会場にお越しください。
※踊り手・楽器演奏へのご参加または運営等へのお手伝いをお願いできる方は下記までご連絡ください。
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